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5 万分の l 地質図幅

説明書 神 古
パ~、

内 (札幌一第 17 号〉

北海道立地下資源調査所

技術吏員山岸宏光

はしがき

この地質l斗幅は昭和 48 年から 51 年にかけて実施した野外調査の結果をとりまとめ

たものである。

この lXl I隔地域は，積丹半島の西市部に位置し，急、崖の多い急峻な地Jf~をなす新第三

紀中新titの火砕岩を主とした地域である。

この地域には多くの金属鉱床が分布しており，古くから調査されている。鉱床に関

する総括的な報告としては，菊地・渡辺(1954) をはじめ， 成田ほか (1965) ， 斎藤

(1968) などがある。また， 地質層序に関しては少ないが， 根本(1942) ， 斎藤ほか

(1952) および久保(1954) がまとめており， 最近では山岸ほか(1979) によるもの

がある。

野外調査および室内作業にあたっては，積丹町研グループの方々に御協力をいただ

いた。厚く感謝の意、を表する。

I 位置および交通 ι

この|山積丹半島の西捕に位置し 十
行政臼土，後志支庁に属し，北半分は神恵

内村に，南半分は泊村に含まれる。

交通は，函館本線の余市から古平をへ

て，積丹半島を横断し，神恵内をへて岩内

にいたる国道 229 号線が通じている(第 1

凶)。

o 30KM

第 1 図位置図
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第 2 図地形分類図

凡例: 1 水系， 2 地すべり地形， 3 河岸段丘， 4 低位

の海岸段丘， 5 高位の海岸段丘， 6 台地状山稜，

7 リニヤメント， 8 やせ尾根状の山稜地域
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H地形

この凶i隔地域は，急峻な山岳地帯をなし，海岸では比高 100 m に達する断崖(海食

庄)と，海水面すれすれの波食棚(ベンチ)がつくられている。内陸部では，やせ尾

根状の，~、岐な山稜が発達しており， 部分的に海抜 200.-400 m のやや平坦な台地状山

稜がみられる(第 2 凶〉。

:主な水系は， itから古宇川・茂岩川および盃川などで，他の小河川と同様に海岸線

と 1((交する平行水系となっている。

r1j':V川および盃川には比高 5m 内外の小規模な河岸段丘がみとめられるが，他の河

川は箱型の急峻な j可谷をつくっているO

北西部と南東部には，いずれも，比高 10 m と 5m の 2 段の海岸段丘が分布する。

， I，下川流域には多数の，その他の地域には若干の，地すべり地形がみとめられる。

国地質概説

この凶l隔地域は，東北日本から西南北海道にかけて広く分布する東北日本弧内帯の

いわゆる“グリーンタフ"地域にあたり，新第三紀中新世の安山岩質火砕岩類で特徴

づけられる。

凶幅地域の新第三紀中新世の層序は，下位から上位へ古宇川層・泊累層・尾根内層

およびトーマル川層にわけられる(第 3 凶)。

古宇川層は，図幅地域の北部に分布し，下部の安山岩質凝灰岩をはさむ砂岩層と，

上部の流紋岩溶岩・同質凝灰角礁岩および角閃石石英安山岩溶岩・同質火山角喋岩と

からなり，ゆるく東に傾斜している。

泊累層は，下部の前ノ小川泥岩凝灰岩層と上部のカブト火砕岩層とに区分され， さ

らに後者は，下部層・中部層および上部層の 3 つに区分される。

前ノ小JII泥岩凝灰岩層は，図幅南東部に分布し，硬質頁岩・泥岩および流紋岩質凝

灰岩の互層である。

カブ卜火砕岩層は，海岸沿いに分布し，凶幅地域で最も広い範囲をしめている。下

部層は泥岩をはさみ，変質石英含有角閃石安山岩を主とする火砕岩であり，中部層は

同質の火砕岩のみからなる。上部層は主として，未変質のしそ輝石普通輝石安山岩質

の火砕岩である。これらの火砕岩は，成因的にはいずれも，マグマが水冷によって破

-3-



時代 地 層 名 模式柱状図 最(大m層}厚 岩 相 貫入岩類

現河床堆積物(a) 円喋および砂

第
河岸段丘堆積物(R) 00000000000 51pJ礎および砂

地すべり堆積物(Ld) l， l1\\1\1\ 、、 10 角哩および亜角理

四

第 2 段丘堆積物(Trz) 000 00000000 5 円醍砂

第 1 段丘堆積物(TrJ)
00 0 00

5 円礎・角曙および砂

車己 o 0 0 00

大森山溶岩(01)
vvvvv
vvv V

日ル川!ず尾根内層(川 角木砂ン閃冷ル岩石破(トT石砕岩，)英岩硬安ID
質山h頁)岩を質ト/ノ/ノ〆火質

1
山角水閃岡冷石曙破毛岩砕

1

英(岩V
安

h・)I
山司岩質

トーーー
しそ瞳石普通耳石安山岩質水冷破砕岩(Up) 角閃石石英安山

カ 石英含有角閃正i安山岩質水冷破砕岩 岩(Da)

新
火山内礎岩(LV)

フ
石英含有角閃石安山岩質水冷破砕岩(Uh)

泊
上部層

第 ~ I
--L.

;‘/、 Db、ノ、1
しそ揮石普通鱒石安山岩質水冷破砕岩 玄武岩質安(山

Ba
岩
)火

一
一一 同質貫入岩体

累砕

紀 左E 変質石英含有角閃石安山岩質水冷破砕岩 (Mh)

層
中部層

同質貫入岩体

変質L;号車石普通輝石安山岩質水冷破砕岩IMp)
花筒肉緑f.tf岩(Cp)

中 蛮質石英含有角閃石安山岩質塊状溶岩
花街閃緑岩(Cd)

層 (Kv) 下部層
同質水冷破砕岩および黒色泥岩 (Lh)

同質貫入岩体

変質しそ輝石普通輝石安山岩質水冷破砕岩 (Lp)

新
/I 、、"、、 到しトー

前ノ小川泥岩凝灰岩層 砂ホ庁、 ρ ミ1 400
硬質頁岩・泥岩・流紋岩質凝灰岩

世
(Mt)

かも /I 。俗、 II
、

援護
角閃石石英安山岩質塊状溶岩 (Fm)

変質武安岩 山岩 (Ad)
角閃石石英安山岩質水冷破砕岩 (Fh) 玄武 (3d)

古 宇 )Jl 層 500 十
流紋岩洛岩および同質 4量灰角礎岩 (R t)

砂岩黒色頁岩および安山岩質凝灰岩 (F ，)

、，、、 r 、，

第 3 図模式地質柱状図

*砕された産物とみなされ，水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト〉とよんでいる(山岸

ほか， 1979) 。

泊累層は，全体として西に傾斜しているが，特にカブト火砕岩層の中・上部層は，

後述する花崩閃緑岩・花崩閃緑斑岩を中心とする西に沈む半ドーム構造を形成してい

る。

古宇川層と泊累層は NW-SE-E-W の断層および貫入岩で境され，それぞれ異な

*最初は， ピローの聞を充める玄武岩質ガラスの破片と定義されたが，現在では珪長

質なものも含めて，マグマが水冷により破砕された破片状物質すべてを意味する。
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った堆積盆を形成している。

尾根内層は，主として，北隣の「余別および積丹岬」図幅に分布するが，本|寸l隔地

域では，火砕岩を主とし，泊累層の上位に見かけ上，整合的に累重している。

トーマル川層は内陸部に向かつて広く分布する地層で，下部のシルト岩・硬質f{ !t}

および砂岩と，上部の角閃石石英安山岩質火砕岩(主として水冷破砕岩)とからなっ

ている。構造はぼ水平で，古宇川層およびカブト火砕岩層(泊累層上部)を不整合に

おおう。

以上の新第三紀中新世の地層を貫く貫入岩類としては，古宇川層を貫く変質安山行

および玄武岩，泊累層を貫く花崩閃緑岩・花崩閃緑斑岩，カブト火砕岩層の I二部層ま

でを貫く玄武岩質安山岩・角閃石石英安山岩がみとめられる。また，カブ卜火砕岩層

にはそれらの水冷破砕岩を供給した同質貫入岩体が多数みとめられる (llj 岸はか，

1979) 。

以上の新第三紀中新世の地層を不整合におおって，第四紀の溶岩・海岸段丘堆積

物・地すべり堆積物・河岸段丘堆積物および現河床堆積物が分布する。

積丹半島全体の地質構造は，成田ほか(1965) や山岸ほか(1979) がのべているよ

うに， NW-SE 方向の長軸をもっ基盤の上昇，および深成岩類の貫入で特徴づけられ

る背斜軸の両側に堆積盆が広がるという特徴を示している。

すなわち，背斜軸の南西側に広がる堆積盆を形成するのが泊累層であり，その北東

側または背斜軸の延長上に発展したのが古宇川層である。さらに，その両者をおおっ

て，より北方に広がった堆積盆を形成するのが尾根内層である。一方，この時期より

やや遅れて，背斜軸を中心として積丹半島の中心部を広くおおったのがトーマル川層

の堆積盆と考えられるO

W 新第三紀の地層

N·1 古宇川層

f 命名] 山岸宏光・石井正之(1979) 。

f模式地] 古宇川本流とトーマルJII との合流点付近。

[分布] 古宇川流域の本流， トーマル川および滝の沢川流域に分布する。

[層厚] 500m 以上。

- 5 ー



第 4 図 古宇川層の砂岩中に玄武岩の岩床が貫入している。

S: 砂岩， Bd: 玄武岩岩床

[岩相; 下部の安山岩質凝灰岩をはさむ砂岩層と，上部の流紋岩溶岩・同質凝灰角

磯岩，角関石石英安山岩質水冷破砕岩・同質塊状溶岩とからなる。

砂岩層の砂岩は淡緑色で中粒のものと，暗黒色で比較的細粒のものとがある(第 4

図)。安山岩質疑灰岩は，一般に火山灰サイスのガラス質凝灰岩である。上位にいく

につれて凝灰岩が卓越するようになり，軽石凝灰岩へと移行し，厚さも数 10em か

ら 2m へと増加する(第 5 図〉。さらに， より上位へ向って軽石凝灰岩は岩片を多く

含むようになり，凝灰角喋岩・火山角操岩へ移行する。軽石誕灰岩は水中火砕流に由

来する堆積物であり，凝灰角磯岩および火山角磯岩は，成因的に角閃石石英安山岩質

の水冷破砕岩である。水冷破砕岩は，径 10 数 em の角礁と，同質の細粒な基質からな

り，径数 em の軟泥礁をともなう。

これらの水冷破砕岩の上位には，同質の塊状溶岩が累重する。

一方，滝の沢川や小川流域では，同じく凝灰岩をはさむ砂岩層の上位に，流紋岩溶

岩および同質凝灰角磯岩が累重している。前者は，流理構造が明瞭で，淡緑色を示し，

若干モンモリロナイト化している。後者はパーライト質で，淡赤褐~淡灰緑色を示

し，流紋岩質の水冷破砕岩とみなされる。

[構造] 本層は NS-N60
D

E， lODE の走向・傾斜で東から南東にゆるく傾く単斜構

造を示す。また，ほぽ NS 方向の角閃石石英安山岩や変質安山岩などの岩脈，および

NS-NW 方向の玄武岩の岩脈・岩床などによって貫かれている。

-6-



層 1里を示す軽石;疑灰岩

白 . 一一
I. .. -,

.. I

I" ふ| 水冷暖砕岩•~寸ミヨ

，、

p 、 ρ "D
I> ρ 、
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第 5 図古宇川層の柱状凶

L下位層との関係] 北隣の「余別および積丹岬」図幅内の古宇川七流では，基盤の

花崩岩類の上に直接基底喋岩をもって，不整合に累重する。

[対比] 本層は東北隣の「古平およびl幌武意」図幅内の古平川果層に相当する。

N ・ 2 泊累層

N·2 ・ 1 前ノ小川泥岩凝灰岩層

[命名] 久保 (1954) 。

[模式地: 東|持の「茅沼」閃幅内の前ノ小川上流。

〔分布] 盃川上流から東隣の「茅沼」図幅内のそへル川・前ノ小JIIに連続する(第

6 図)。
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[層厚] 最大 400 m。

[岩本目] 暗灰色~灰黒色の泥岩と，緑色相粒凝灰岩の互層で，硬質頁岩・砂岩およ

び緑色軽石凝灰岩をはさむ。

緑色細粒凝灰岩には，結晶凝灰岩とカ、ラス質凝灰岩とがあるが，後者は若干沸石化

している。

緑色軽石凝灰岩は，主として，火山傑サイズの軽石からなり， 1 枚の厚さは数 10

em 内外である。

これらの凝灰岩は，後述する花崩閃緑岩・花崩閃緑斑岩の岩体付近で珪質となって

いる。

〔構造] NS-N30oW, 15°-40
o

W の走向・傾斜を示す単斜構造である。

本層は角閃石石英安山岩・花崩閃緑岩・花崩閃緑斑岩に貫かれている。また，カブ

ト火砕岩層下部層の変質石英含有角閃石安山岩質の水冷破砕岩に連続すると考えられ

る岩脈もみられる。

[下位層との関係] 本層は，東隣の「茅沼」凶幅内で，福山期とされる茅沼累層上

に，基底礁岩をともなう不整合を示して累重することが確認されている(久保， 1954,

山岸ほか， 1979)。図幅地域では堆積盆が異なっているため直接の対比は困難である

が，古宇川層より上位の地層と考えられる。

〔対比] 本層は東隣の「茅沼」図幅内の“古平川累層および泊累層"の下部砂岩頁

岩互層に相当する。

町・ 2 ・ 2 カブト火砕岩層

[命名] ~U岸宏光・積丹団研グループ (1979)。

岩質，変質の度合および泥岩などの央在の頻度などから，下部層・中部層および上

部層に 3 分される。最大層厚は 2 ， 000 m と算定されるが，分布の北端およびカブト岬

以南では薄くなる。

下部層

[模式地] 盃川中流域。

[分布] 南の照岸川|・カブト川をへて盃川中流域・茂岩JIU二流域にかけて分布する。

[層厚] 最大 400 m。

[岩相] 変質石英含有角閃石安山岩質火山角操岩を主とし，変質しそ輝石普通輝行
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安山岩質火山角瞭岩・安山岩質凝灰岩をともない，黒色泥岩をひんぱんにはさむ。

年

火山角磯岩は径 10 数 em の角喋またはピローと， 同質のガラス質凝灰岩を基質と

するもので，淘汰が悪く，層理は目立たない。

凝灰岩はガラス質の細粒岩片からなり，淘汰はやや良好で級化層理の明瞭なことが

多い。

成因的には，いずれも水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト)と判断され， I幅数mの

同質貫入岩体 (auto-intrusive body; 三村ほか， 1975) を多数ともなう。

変質石英含有角閃石安山をは，全体に緑青色を呈し，角閃石・輝石が特に緑色化が

いちじるしい。一部に鉱化変質によって，珪化・粘土化をうけていることがある。

鏡下の観察:ハイアロピリティック組織を示し，斑品として，斜長石・角閃石・輝

石を主とし，時には石英と黒雲母を含む。

斑品の斜長石は，緑れん石・絹雲母・方解石に交代されたり，部分的に曹長石化し

ている。角閃石・輝石は緑泥石・掠れん石および方解石に交代され，石基は全体に二

次石英になっている。アミグ夕、、ルは，緑泥石・緑れん石および石英に交代されてい

る。

変質しそ輝石普通輝石安山岩は，緑青色を呈し，緑れん石が斑点状にピローの気泡

を充てんし，時にはそれらが濃集して緑れん石ノジュールを形成している。

鏡下の観察:ピロタキシティック~ハイアロピリティック組織を示し，斜長石・普

通輝石・しそ輝石などの斑品を含む。斑品斜長石は，方解石・緑泥石・緑れん石に，

輝石は緑れん石や緑泥石に交代されている。

f構造] N5°-30oW, 15°-20
o
SW の走向・傾斜を示す。同質貫入岩体の方向は一

定しないが，ほぽ NW-SE 方向を示す。

[下位層との関係] 前ノ小川泥岩凝灰岩層とは整合の関係にある。境界部では，下

位の泥岩に由来する。径数 10em から数 m の軟泥礁に充てんされた水冷破砕岩が不

規則な凹凸を示して累重している。

中部層

[模式地j 茂岩海岸。

ネ成因・組成のいかんにかかわらず，球および楕円休など，枕状の形態を示し，急冷

ガラスを有する溶岩塊を意味する。
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;分布 l 照岸川・カブト )11 ・盃川下流・塩越川および茂岩川下流などに分布する。

:層厚] 最大 400 m。

l岩相] 下部の変質しそ輝石普通輝石安山岩質火山角喋岩じ上部の変質石英含有

角閃石安山岩質火山角瞭岩および同質凝灰岩からなる。火山角礁岩は， 径 10 数 em

のピローや角礁と，同質の凝灰質物質からなり，淘汰が悪く，層理は不明暗である。

疑灰岩は，細粒のガラス質溶岩nーからなり，淘汰がやや良好で，級化層理を示す。

いずれも，水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト)で，大規模な同質貫入岩休(幅数 10

m，延長数 km) をともなう(第 7 凶)。

変質しそ輝石普通安山岩および変質石英含有角閃石安山岩はほとんど下部層のもの

と同じ岩質である。

中部層は下部層と同様に，緑j尼石・方解石および緑れん石を主とする変質帯を形成

してし、る。

[構造] 茂岩付近では， N20o-40oE, 20
o

-35°NW ヵプト岬付近では， N30o-80oW,

25°-50
o

SW の走向・傾斜を示し，盃川中流域を中心とする西に沈む半ドーム構造を

第 7 図 カブト火砕岩層の中部層中の同質貫入岩体
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示す。

同質貫入岩体は，ほぼ EW-N600E 方向で，平行岩!脈群を形成している。

L下位層との関係] カブト火砕岩層下部層とは整合漸移である。

上部層

f模式地] カブト岬。

:分布] 茂岩から神恵内にいたる海岸とカフト岬から照岸をへて，泊・日目Ijvこいた

る海岸ぞいに分布する。

t層厚] 北側では1，200 m と算定されるが，分布の北端およびカブト岬より南では

薄くなる。神恵内付近でのボーリングによると，カブト火砕岩層上部層が 500 m の厚

さを示し，その下位に前ノ小川泥岩凝灰岩層が確認されている(藤本ほか， 1979) 。

第 8 図 しそ輝石普通輝石安山岩質の水冷破砕岩。

同心円状節理を示すピローが濃集している。
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第 9 図 しそ輝石普通輝石安山岩質の水冷破砕岩。不規則な節

理を示す角喋岩片と，同岩質の凝灰質の基地からなる。

岩相] しそ輝石普通輝石安山岩質火山角瞭岩を主とし，南の照岸海岸付近では石

英合有角閃石安山岩質火山角陳岩を主とし，火山円陳岩をともなう。

火山角楳岩は成因的には水冷破砕岩(ハイアロクラスタイト)である。火山角礁岩

のうち，片Ilj者は，同心円状節理を示すピローを多く含むものと (第 8 凶)， ピローを

含まず，不規則な形の角醗岩片のみからなるものとがある(第 9 図)。後者は， 角牒

右 II'のみからなり，時に，“にせピロー" (三村ほか， 1979) とよばれる巨大な溶岩塊

を含むことがある(第 10 凶)。

いずれの水冷破砕岩にも，幅数mの同質貫入岩体が多数ともなわれる。

しそ輝石普通輝石安山岩は，暗黒色，ガラス質で気泡の多い岩石である。

鏡下の観察:ハイアロオフィティック~ハイアロピリティク組織を示し，斑品とし

て，斜長石・普通輝石・しそ輝石を含む。

科長石は，径 0.3---1.5mm で， 自形を示し， 虫食い状にカJラス化した部分に普通

輝行の客品がとりこまれることがある。

普通輝石・しそ輝石は径 0.4---2 mm で， 白形ないし半白形である。

石基は斜長石・輝石および石基ガラスからなる。石基ガラスは，モンモリロナイト

などの粘土鉱物に交代されていることが多い。石基中の気泡は，不規則なアメーバ状

で，その線にそって，モンモリロナイトが形成されている。
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o 1M

第 10 図 こわれた“にせピロー"のスケッチ

石英含有角閃石安山岩は淡灰白~淡灰褐色で，角閃石・輝石および石英の巨品が日

立つ。

鏡下の観察:ハイアロパリティック組織を示し，斑品として，角閃石・斜長石・し

そ輝石・普通輝石・石英を含み，黒雲母をともなうことがある。石基はガラス質でパ

ーライト構造のみられることがある O

火山円喋岩は，主として火山角操岩(水冷破砕岩)の再堆積物で，火山角牒岩その

ものとの区別が困難なことが多い。

[構造] 茂岩から神恵内にかけては， N20o-40oE, 20
o

-35°NW の， カブト岬から

泊にかけては， NS-N70oW, 25°-50
o

W の走向・傾斜を示し， 西に沈む半ドーム構

造の翼部を形成している。

*同質貫入岩体は，前者の地域では， NS から NNE-SSW の，後者の地域では，

NS から NNW-SSE の方向を示す(第 11 凶)。

[下位層との関係] 中部層の変質石英含有角閃石安山岩質火山角瞭岩とは漸移関係

を示す。

水上部層の同質貫入岩体は小規模で表現しにくいため，地質図には図示していな L 、。
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第 11 図 図幅地域南東部の岩脈の分布と地質構造

凡例: 1 花崩閃緑岩・花崩関緑斑岩， 2 溶結凝灰岩(古宇川層の下位

とみられる茅沼累層)， 3 岩脈， 4 同質貫入岩体， 5 地層の境

界， 6 背斜軸， 7 ドーム・半ドーム構造， a 前ノ小川泥岩凝

灰岩層， b カプト火砕岩層下部層， c 同中部層， d 向上部層
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乙の中部)暑と上部層の境界は，前述の緑泥石・方解石および緑れん石を主とする変

質帯と，モンモリロナイトを特徴とする変質帯の境界部にほぼ一致している。さら

に，これら二つの変質帯の境界部のせまい範囲は，綜泥石・モンモリロナイト混合層

鉱物と沸石で特徴づけられる変質帯となっている。

N ・ 3 尾根内層

[命名] 山岸宏光・石井正之(1979) 。

[模式地: 北隣の「余別および積丹岬」図幅内の尾根内付近。

[分布: 悶幅地域では，神恵内より北方の赤石から大森にかけての海岸ぞいから二

の日川流域に分布する。

l岩本目; 本層は，北|持の「余別および積丹岬」図幅内では，下位から上位へ，硬質

頁岩凝灰岩互層・変質安山岩類および火砕岩部層の三つに区分されるが，本図幅地域

では，そのうちの火砕岩部層のみが分布し，主として，石英含有角閃石安山岩質水冷

破砕岩と同質の火山円磯岩とからなる。

[下位層との関係] 図幅地域では，泊累層上に，見かけ上整合的に果重する。

N ・ 4 トーマル川層

[命名 r!l岸宏光・積丹団研グループ(1979) 。

[模式地: 調査地域北方の古宇川支流のトーマル川上流。

[分布~ l司幅地域では，茂岩川上流から古宇川にかけて分布する。

[層厚7 最大 200 m。

[岩相; 下部のシルト岩・硬質頁岩および砂岩と，上部の角閃石石英安山岩質火山

角喋岩とからなる。

シルト岩は，陪灰色塊状で層理を示さない。

硬質頁岩は，黒褐灰色を示し，淡緑色の軽石凝灰岩をはさむ。

砂岩ば淡灰緑色で，凝灰質である。

角閃石石英安山岩質火山角磯岩は，径数 em，....-'1 0 数 em の角礁と， 同質の基質から

なり淘汰が悪い。一部に柱状節理の発達する同質の塊状岩体をともなう。成因的に

は，水冷破砕岩を主とし，時々，その二次堆積物をともなう。不規則な軟泥礁を含む

ことがある(第 12 図)。
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全体に，淡灰白色~淡緑灰色を示し，角閃石・石英の巨品が目立つ。

鏡下の観察:水冷破砕岩の角喋部分の斑品は，石英〉斜長石〉角閃石〉黒雲母など

からなり，石基はほとんどガラスで，パーライト構造がし、ちじるしい。基質の部分

は，角礁と同ーの鉱物組成を示すが，パーライト構造が破砕い斑品までもこわされ

ている。

[構造] 図幅地域では，ほぼ水平の走向・傾斜を示す。

[下位層との関係] 基底喋岩は確認できないが，構造的に，泊累層とは不整合であ

る。また，尾根内層との関係は，岩相の類似性から，北隣の「余別および積丹岬」図

幅内の余別層に対比されるので，より上位と考えられる。

[化石 Makiyαmα chitanii MAKIYAMA が散点的に含まれる。

V 新第三紀の貫入岩類

vｷ1 変質安山岩

古宇川支流の小川流域に分布する青緑色堅硬な岩体で，幅数 10m ，長さ 1km 以上

の，南北方向の岩脈である。

鏡下の観察:石基全体が 2 次的に石英粒に交代されているため，組織は明瞭でな

し、。

斑品は，斜長石〉角閃石〉輝石>石英など、からなる。斜長石は， 径 2........4mm で，

累帯構造いちじるしく裂聞が発達する。角閃石は方解石・緑泥石に交代されている。

輝石は方解石化し，石英は他形で融蝕されている。

v·2 玄武岩

古宇川流域に分布し，古宇川本流では小岩床，小川上流では小岩脈をなし，いずれ

も古宇川層を貫く。岩脈は NS-NW 方向を示す。全体に， 暗青色~暗黒色で堅硬，

粗しような粗粒玄武岩である。

鏡下の観察:インターサータル組織を示し，斑品としての斜長石はまれで，短問状

の斜長石と方解石化した輝石が組みあっている。アミグ夕、、ルは方解石と石英粒に交代

されている。方解石と石英の微脈がみとめられる。
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Y'3 花崩閃緑岩・花出閃緑斑岩

盃川上流を中心に分布するおよそ 2x4km の岩体である。

これらの岩体は，中心部が花崩閃緑岩質で，周辺部が花崩閃緑斑岩質である。両者

の境界部はみられないが，前者の小岩体が後者にとりこまれていることから，花崩 rj~

緑岩の貫入直後に花崩閃緑斑岩が貫入したものであろう。いずれも，部分的に熱水変

質をうけ，灰緑~淡灰緑色を呈している。

鏡下の観察:花園閃緑岩は，斜長石〉石英〉カリ長石〉普通角閃石および黒雲母か

らなり，比較的細粒で等粒状を示す。

花嗣閃緑斑岩は，斜長石〉石英〉普通角閃石からなる組粒な斑品と，石英〉カリ長

石〉斜長石からなる等粒状完品質の石基からなっている。

これらの岩体は，前ノ小川泥岩凝灰岩層およびカブト火砕岩層の下部層を貫き， ト

ーマル川層におおわれる。そして，前ノ小川泥岩凝灰岩層の泥岩や綱粒凝灰岩に対し

て珪化作用を与えている。

Y'4 玄武岩質安山岩

凶幅地域南部の照岸海岸の山稜を構成する。幅 500m ， 延長 3.5km 以上の大規模

な岩脈で， N40
0

W 方向にカブト火砕岩層の上部層を貫いている。暗褐色~暗黒色を

呈する鍛密で，柱状節理がよく発達するしそ輝石普通輝石安山岩で，やや玄武岩質の

組織を示す。

鏡下の観察:ピロタキシティック組織を示し，斑品として，斜長石〉普通輝石〉し

そ輝石〉角閃石がみとめられる。科長石は，径 1~2mm で，裂聞いちじるしく，外

側は弱いモンモリロナイト化をうけている。輝石類は他形，角閃石はオパサイト化し

ている。

岩体の中心部では，径 O.5~3mm の気泡が多い。

Yｷ5 角閃石石英安山岩

凶幅地域北部の古宇川下流・弁財潤北方・盃川 Iド流域およびカブト I!J甲付近に分布す

る。

これらの中の最大のものは，古宇川下流のもので， I幅 1 km , 延長 2km 以上の大
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岩体で，柱状節理が顕著であり，淡灰褐色竪硬で，角閃石と石英の巨品が目立つ。そ

の岩体は NW 方向で，北東側の古宇川層と南西側のカブト火砕岩層との境界付近に

貫入している。その後，境界面にそう断層により，接触面が破砕されている。

また，弁財潤北方では，幅数 m で N300E 方向， 盃川中流域では， 幅数 10 m,

N600W 方向，カブト岬付近では，幅 10m で， N600E 方向で，いずれもカブト火砕

岩類を貫いている。特徴は，淡灰~淡褐灰色で，角閃石および石英の巨品を含み柱状

節理がよく発達する。

鏡下の観察:斑品として斜長石・石英・普通角閃石・黒雲母を含み，斜方輝石を含

むことがある。斜長石は径 2-3mm で累帯構造を示し，裂聞いちじるしく，虫食い

状を示す。石英は，径1.5-2 mm で他形。普通角閃石は多色性強く， x=淡黄緑色，

y=淡黄色， Z=淡緑色を示し，外縁がオパサイト化している。石基ガラスは全体とし

てモザイク状石英に交代され，その中に短冊状の徴細な斜長石が混在している。

VI 第四紀の地層および溶岩

VI• 1 大森山溶岩

[命名] 根本(1942) 。

〔模式地] 北隣の「余別および積丹岬」凶幅の大森山。

[分布] 主として，大森山から，北隣の「余別および積丹岬」図幅内の珊内川上流

をへて鉱山にかけて分布するが，図幅地域では北部をかすめる程度である。

[岩相] 暗灰色~淡黒色のガラス質轍密なしそ輝石普通輝石安山岩である。

VI• 2 海岸段丘堆積物

図幅地域の段丘は，比高 10m士のものと，比高 5m士のものとの 2 段が区別でき

る。前者は，厚さ 5m位の円礁層または角際層からなる。後者は円礁層を主とするが

薄く，浸食段丘である。

VIｷ3 地すべり堆積物

凶幅地域ではいくつかの地すベり地形がみとめられる。大規模なものは古宇川流域

に集中している。それらは，大森山溶岩の末端や， トーマル川層の上部の角閃石石英
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安山岩質の角瞭岩と下部の正常堆積岩との境界付近から滑落している。また，照岸付

近では，玄武岩質安山岩の岩脈の西端が滑落崖となっているものがみとめられる。し

たがって，いずれも，それらの崩土は火山岩起源の粘土および岩塊などから構成され

ている。

刊 ·4 河岸段丘堆積物および現河床堆積物

古宇川ぞいと，盃川ぞいに比高 5m 以下の河岸段丘堆積物が，各河川には現河床堆

積物が分布する。

四応用地質

W·1 金属鉱床

図幅地域には，多数の鉱床が知られている。その主なものは，茂岩鉱山・積丹鉱

山・第 2 茂岩鉱山・盃鉱山などであるが(斎藤， 1968)，いずれも廃鉱となっている。

茂岩鉱山

カブト岬北側の海岸に位置し，昭和 14 年から 18 年まで，銅鉱石を主として， 21 ,000

トン採掘されている。

鉱床は，カブト火砕岩層中部層の変質石英含有角閃石安山岩中に匹胎する含黄銅鉱

黄鉄鉱石英脈で， 少量の閃亜鉛鉱および方鉛鉱を含有する。鉱脈の主な方向は E-W

系である。

積丹鉱山

茂岩川河口付近の興志内にあり， 積丹半島地域で最も古い鉱山である。 明治 21 年

(1888) から明治 42 年まで採掘され，まもなく放棄された。その後， 昭和 14 年から

数年間再び採掘されたが現在では休山してしまっている。

鉱床は，茂岩鉱山同様の変質石英含有角閃石安山岩に匹胎する含黄銅鉱黄鉄鉱石英

脈とされている。脈方向は，茂岩鉱山と同じ E-W 系である。

第 2 茂岩鉱山
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茂岩川を約1.5km さかのぼった位置にあり，戦時中採掘されただけである。

鉱床は同じく，変質石英含有角閃石安山岩および変質しそ輝石普通輝石安山岩に匹

胎する黄銅鉱・方鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱・石英脈で，閃亜鉛鉱を主とする。

盃鉱山

盃川を約 3km さかのぼった位置にあり，昭和 30 年以降積極的な探鉱が行なわれ

たが，結果はおもわしくなく，間もなく閉山した。

鉱床は，泊累層の前ノ小川泥岩凝灰岩層と花崩閃緑斑岩を母岩とする石英脈で，方

鉛鉱・閃亜鉛鉱・黄鉄鉱・黄銅鉱をともなう。

刊・ 2 温 泉

凶幅地域には，明治時代から利用されている茂岩温泉と，戦後発見された盃温泉が

よく知られているが，最近，神恵内でも新たに道立地下資源調査所によって開発され

た。

茂岩・盃温泉

茂岩温泉の泉源は茂岩川の河口より南側の海岸に，盃温泉のそれは，より南の興志

内海岸にある。いずれも，泊累層のカブト火砕岩層中の変質石英含有角閃石安山岩か

ら湧出し，最高 47.5°C で，その量は最高 250ljmin とされている。泉質はし、ずれも

Na2S04 および CaS04 を主成分としている(酒匂ほか， 1977) 。

神恵内温泉

この温泉は，神恵内漁港付近に位置し，北海道立地下資源調査所が，昭和 53 年

(1978) に試掘し開発したもので，泊累層の前ノ小川 Ii尼岩凝灰岩層から湧出している。

深度 805m で，孔底温度は 65 DC を示し， 38.5DC のものが 95ljmin 湧出しており，

NaCl を主成分とする(藤本ほか， 1979) 。

刊・ 3 骨 材

凶幅地域では，骨材として採取されているものに，照岸海岸の玄武岩質安山岩の岩

)Jf長がある。
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Resume

GENERALREMARKS

ThemappedareacoversthesouthwestpartoftheShakotan

PeninsulainSouthwestHokkaido. Theareaissituatedinthe

northerncontinuationofthe “ Green Tu任" regioncoveringthe

innerbeltoftheNortheastHonshuarc, whereandesiticvolcaniclastic

rocksofNeogeneagearedominantlydeveloped.

GEOLOGY

Miocene

TheNeogeneTertiarygroupinthemappedareaisdivided

intothefollowingformations;FuruugawaFormation, TomariForｭ

mation,OnenaiFormationandTohmarugawaFormationinascending

order(Table1).

TheFuruugawaFormationislocatedatthenorthernpartof

thearea, andconsistsmainlyofsandstoneintercalatedwithandeｭ

sitictu 任， rhyoliticlavaflows& tu任 breccia， andhornblendedacitic

laveflows& hyaloclastites. Theformationgentlydipseastward.

TheTomariFormationissubdividedintotheMaenokogawaMud-
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stone-Tu妊 Member andKabutoVolcaniclastic Rock Member, in

ascendingorder. TheMaenokogawaMudstone-TuffMembercovers

thesoutheasternpartofthemappedarea, andiscomposedofthe

alternationofhardshale, mudstoneandpumicetu 旺 The Kabuto

VolcaniclasticRockMemberextendingalongthecoastoccupiesthe

largestareainthemappedarea, andissubdividedintotheLower,

MiddleandUpperBeds. TheLowerBediscomposed mainlyof

volcaniclasticrocksofaltered quartz-bearinghornblende andesite

intercalatedwithmudstone, whereastheMiddleBedconsistsentirely

ofthevolcaniclastic rocksofthe same type. TheUpperBed

iscomposedmainlyofthoseoffreshhypersthene-augiteandesite.

Mostofthevolcaniclasticrocksarehyaloclastitewhichwasproduced

byfragmentationoflavaduetoquenchingwithwateratthetime

oferuption. TheTomariFormation, asawhole, gentlydipswestｭ

ward. However, bothoftheMiddleandUpper Bedsconstructa

semi-domestructureplungingwestward aroundthegranodioriteｭ

dioriteporphyry. TheFuruugawaFormationandTomariFormation

builtthenorthernandsouthernsedimentary basins, respectively.

Theyareboundedeachotherbytheintrusiverocksofhornblende

dacite. The Onenai Formation appearstoconformablyoverlie

theKabutoVolcaniclasticRockMemberoftheTomariFormation.

TheTohmarugawaFormationextendingtowardtheinlandareaof

theShakotanPeninsula, iscomposedoftwomembers, i.e.siltstoneｭ

hardshale-sandstoneandhornblende daciticvolcaniclastic rocks.

Thisformationunconformablyoverliesboththe Furuugawa Forｭ

mationandTomariFormation.

Variousigneousrocksarefound intrudinginto the Neogene

group, i.e.alteredandesite, basalt, granodiorite, diorite porphyry,

basalticandesiteandhornblendedacite, inorderofintrusion. Auto

intrusivebodieswhichfedthehyaloclastites, arealsoabundantly

distributedintheKabutoVolcaniclasticRockMember.

ThegeologicstructureoftheNeogeneTertiarygroupin the

ShakotanPeninsulaischaracterizedbythepresenceofananticline
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whoseaxisrunsfromNWtoSEalongthebackboneoftheShakoｭ

tanPeninsulaandseveralsedimentarybasinsspreadingonboth

sidesoftheanticline. TheTomari FormationandFuruugawa

Formationconstitutethesedimentarybasinsspreadingwestward

andnortheastwardfromthe anticline, respectively. TheOnenai

Formationextendsnorthwardcontinuouslyfromthebasinof Fu 世

ruugawaFormation, whereasthebasinofTohmarugawaFormation

overliestheinlandareaoftheShakotanPeninsula.

Quaternary

TheQuaternarydepositsdevelopedinthisareaareasfollows:

OhmoriyamaLava, The1stand2ndTerrace Deposits, Landslide

Deposits, RiverTerraceDepositsandAlluvialDeposits, inascending

order.

ECONOMICGEOLOGY

MineralResources

Inthemappedarea, thereareseveralmetaloredepositswhich

occurasepithermalfissureveins. Moiwa Mine, Shakotan Mine,
The2ndMoiwaMineandSakazukiMineweremined, butallof

themhavebeenalreadyabolished.

HotSpring

Inthemappedarea, MoiwaandSakazukiHotSpringareutiｭ

lizedforinn. Recently, KamoenaiHotSpringwasdevelopedby

GeologicalSurveyofHokkaido.
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Age Formation

AlluvialDeposits

RiverTerraceDeposits

Quaternary
LandslideDeposits

The2ndTerraceDeposits

The1st TerraceDeposit"

OhmoriyamaLava

Onenai

~
Tohmarugawa

Formation Formation

UpperBed

トzhhdh。
Miocene

4d』uo

Tomari 』凶=。4悶 SZ-〉2EcsoAEhoeg
MiddleBed

z切と。ロ。QJ
Formation

LowerBed

MaenokogawaMudstone
-TuffMember

FuruugawaFormation
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